


ボノレー

大
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
闇
に
点
滅
す
る
原
色
の

ネ
オ
ン
。
作
製
す
る
ニ
ュ

l
ウ
ェ
イ
ブ
・
サ
ウ
ン
ド
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
イ
ン
デ
ィ

l
ズ
の
僻
つ
り
お
、

つ
い
に
日
本
上
陸

解説・一人の上院議員が謎の死を遂げる。クールな女探偵エンジエ

ル(リディア・ランチ)がある男から雇われ調査にのりだす。死の

蔭に巨大企業聞の政治的覇権争いがあることが分かるが、彼女は

しだいにその中に巻き込まれていく。全篇をクールなパンクロッ

クジャズ、が流れる。演奏は「ストレンジャー・ザン・パラダイス」の

ジョン・ルーリーやリチヤード・エドソン。ナレーションにはジ

ム・ジャームッシュも参加している。

[ 愛しの泡ムーヴィー砂 l
いう時に流れるのだ。

その多くは、例えばベースのソ

口だったり、サックスのソ口だっ

たりするのだが、最少の楽器によ

って、最大の緊張感が作り出され

ている。月ボンボンボンボンとベ

ースが低くうなるたびに、映画を

見る者の心はゾクゾクしてしまう

のである。

ロック・ファンにはリディア・

ランチの主演ということも嬉しい。

残念ながら歌う姿にはお目にかか

れないが、そのモノローグは、彼

女お得意のポエトリー・リーデイ

ングを思い起こさせたりして、な

かなかの味わいだ。ラストのクレ

ジッ卜ではジョン・ルーリーやパ

ッ卜・アーウィンといったニュー

ヨーク・パンク/ナイトクラブ・

シーンのミュージシャンの名前も

登場する。

「ボルテックス」は、さまぎまな

刺激に満ち溢れた愛しのも B ムー

ウーイ。 だ。(中川五郎)

〔スタッフ〕

製作ゾB"MOVIE

脚本・監督・編集:スコット・B&ベス・ B

撮影:スティープン・フェルパーグ

美術:トム・サーガル

音響:デブラ・バード

音楽:アデル・パーティ

リチヤード・エドソン

ザ・ビーズ

リディア・ランチ

クリィスチャン・ホフマン

ナレーション:ジム・ジャームシュ他

〔キャスト〕

ジェームス・ラッソー

リディア・ランチ ピル・ライス

サウンド・トラック/ニュー卜ラルレコード

〈ミュージシャン〉

アデル・パーティー/リチヤード・エドソン

スコット B/ベス 8

リデイア・ランチ/クリスチャン・ホフマン

ジエフリー・ローン/パット・プレイス

ジョン・ルーリー/ピル・クライン他

女 1982年/アメリカ映画/カラー87介

そのスリリングで毒々しいフィ

Jリングは、スタンダードな商業

映画としても十分通用する」と『ヴ

イレッジ・ヴォイス』て噴少なほめ

られ方をしているのが「ボルテッ

クス」である。確かにいわゆる商

業映画として見ると、いろいろと

気になる部介もあるが、プライベ

ー卜・フィルムの超大作、あるい

はインデイーズ感覚で見ると、心

踊らされる部分の多いまことに愛

しい作品だと言える。

変に役者ズレしていない役者た

ちがいいし、無謀なプロッ卜にも

いつしか引き込まれてしまう。そ

れに監督のこの作品への偏愛ぶり

が随所ににじみ出ているとくれば、

爆破シーンがもろジオラマしてい

ようが、そんなことはもうどうだ

っていいのだ。

それに音楽もいかしていて、映

画と同じように、フライベートな

気介をかもし出している。エコー

ミカルで効果的な音楽がここぞと

スコット8&ベスBの映画

78年N·Yのパンクナイトクラブ。

彼らはロックミュージックと映像

のモンタージュを使い 8吻似濁の

自主制怜開始。(殆んどは3000 ド

ル程度の予算のものであった)それ

らの作品は"CBGB" ・‘CLub57'
1

•

Hurr;ah".唱 Max's kansasCity"

などのクラブで上膜された。

「ポルテックス Jは彼らの初めて

の 16 呪作品である。 82 年N·Y フィ

ルムフェスティパルでのプレミア

上映を皮切りにロンドン、ロッテ

ルダム、ベルリンと各国の映画祭

で公開された。
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特別鑑

中野武蔵野ホール、武蔵野シネマチェーン、

チケットぴあ、フレイガイドにて

好評発売中/


